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 要  旨 
昨今，超音波洗浄器やパラメトリックスピーカなどに代表される超音波を使用した機器が普及
してきている．しかし，一方で高い音圧の超音波を扱うことで，超音波曝露の問題も発生する．
一定レベル以上の超音波に曝されることで，一時的な難聴や頭痛，吐き気，耳鳴りといった種々
の自覚症状が発生する． 
 本研究は，超音波を利用した機器であるパラメトリックスピーカの超音波音圧を低減し，ヒトへ
の悪影響を減らすことを目的としている．その方法として，位相反転駆動パラメトリックスピー
カを使用する．これは，パラメトリックスピーカを２つの領域に分割し，片方の位相を反転させ
て駆動させることで，互いに超音波同士が打ち消しあい，その結果超音波音圧を低減することが
できるというものである． 
 まず，ヒトの頭部を模した１次近似の頭部モデルを使用して，パラメトリックスピーカの配置と
アスペクト比，駆動周波数を変えて，頭部モデルに設置したマイクロフォンにて，外耳道入り口
位置での音圧を計測し，回折効果について検討を行った．同相駆動の結果は大体，理論より求め
た結果と一致した．また位相反転駆動の場合，回転方向によって搬送波音圧の低減をした．次に，
擬似頭部モデルを用いて，同様にパラメトリックスピーカの配置，アスペクト比，駆動周波数を
変えて，測定を行った．擬似モデルは頭部球体モデルに加え，鼻や耳が突出していて，頭部の形
状も球体ではないことから，測定角度によって音圧のばらつきは生じたものの，超音波音圧の低
減を確認することができた．最後に，外耳道入り口と鼓膜位置の音圧の比を調べるために，外耳
道に模したモデルを作成，使用し計測，検討を行った．直管を使用したモデルでは，ピーク周波
数や音圧レベルについておおむね理論と実験とで一致をした．しかし，位置によって断面積を変
えたモデルでは，ピーク周波数や音圧レベルは近い結果を得ることができなかった． 
 今後は，擬似頭部のような複雑な形状の頭部による回折の理論を構築する必要がある．また，外
耳道内の音波の伝搬の理論と結果を一致させ，頭部モデルの回折の理論とを統合させ，音源の音
圧からの鼓膜位置の音圧を得ることができるようにする必要がある． 
 
